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令和 3年 6月佐倉市議会一般質問より上別所のごみの山 議会内会派：ひまわり会と市民オンブズマン 

宇田みおこ  

 

 

 

  
 

 
★噂の東京マガジン BS-TBS（９月中旬放映予定）★ 

 

 

道路沿いに高さ約４m、長さ約８０m、総重量約１１，３００㎥のごみの壁

昨年６月中旬から有価物と称する大量の廃プラ等が運びこまれた。 土地管理者は今年６月廃棄物処理法違反で逮捕、同７月保釈 

＊行徳富士…市川市の「産廃と残土の山」。１９８０年代から現在まで放置されたままである。行徳で標高値が一番高く（約 37ｍ）、皮肉をこめこう呼ばれ

ている。草木が生い茂り自然に出来た山のように見える。現在は国有地。 写真右：黄色円内は、自然の山ではない。木々に覆われた残土の山である。 

 

左下写真：現地向い風景  右下航空写真：Google Map引用 

 



び産廃の排出元が撤去すべきであり

宇田みおこＨＰ udamioko.org  ポスティングのご協力をお願いしますm(__)m 

       令和２年６月以前の現地 

地目は山林だが、畑として使用されていた。 左：航空写真 

 

      
噂
の
東
京
マ
ガ
ジ
ン 

 

レ
ポ
ー
タ
ー 

山
口
良
一
さ
ん
と 

         

 

 

       ここまでひどい現場は

初めてと驚かれていまし

た。テレビ放映をきっかけ

に、上別所のごみの山を始

め、同様の問題解決に繋が

ることを願っています。 

ご理解・ご協力をお願い致

します(*^^*) 宇田みおこ 

千
葉
県 

ご
み
を
堆
積
さ
せ
た
行
為
者

及
び
産
廃
の
排
出
元
が
撤
去
す
べ
き 

 
 

 
 

 

       令和２年６月以降の現地 

航空写真 Google Map引用 土地を埋め尽くす無数の廃棄物

入りフレコンバック 

 

 

県
は
現
在
、
排
出
元
特
定
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。
廃
棄
物

に
有
毒
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
の
場
合
に
は
、
迅
速
な
対

応
も
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
ご
み
を
違
法
に
堆
積
さ
せ
た
行

為
者
等
が
撤
去
を
す
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
行
政
指
導
を
繰
り

返
し
、
行
為
者
逮
捕
に
至
っ
た
場
合
で
も
、
現
状
で
は
半
永
久

的
に
ご
み
の
山
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。 

産
廃
・
残
土
の
違
法
行
為
者
に
対
す
る
法
制
度
の
強

化
・
厳
罰
化
、
法
整
備
を
強
く
国
に
求
め
る
。 

 

佐
倉
市
の
姿
勢 

県
の
対
応
を
見
る
・
待
つ 

 
 

 
 現

場
は
佐
倉
市
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
令
和
２
年

11

月
議
会
、
令
和
３
年
２
月
議
会
、
令
和
３

年
６
月
議
会
と
３
回
の
一
般
質
問
を
行
っ
た
。
力
不
足
を
悔
や
む
ば
か

り
だ
。
今
も
周
辺
住
民
は
、
異
臭
、
地
下
水
・
土
壌
汚
染
、
火
災
。
大

風
の
際
の
飛
来
物
等
の
２
次
災
害
に
怯
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。 

 産
廃
の
不
法
投
棄
は
、
早
期
の
段
階
で
搬
入
を
阻
止
で
き
る
か
が
肝
心 

周
辺
住
民
か
ら
相
談
を
受
け
た
時
点
で
、
土
地
所
有
者
が
堆
積
し
た

廃
棄
物
等
が
周
辺
市
民
に
不
快
感
、
不
安
感
等
を
与
え
て
い

る
と
し
、
市
当
局
に
迷
惑
防
止
条
例
を
活
用
し
、
具
体
的
な
解

決
策
を
提
案
し
た
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
同
条
例

の
改
正
を
し

て
、
条
例
違
反
で
土
地
所
有
者
等
を
訴
え
る
こ
と
を
求
め
て
き

た
。
搬
入
防
止
バ
リ
ケ
ー
ド
・
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
早
期
の
設
置

等
の
対
応
も
出
来
た
は
ず
だ
。 

 

今
の
佐
倉
市
の
ま
ま
で
は
、
再
び
外
部
か
ら
産
廃
が
持
ち
込

ま
れ
て
し
ま
う
。
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。 

      
県
に
一
刻
も
早
い
行
政
代
執
行
を
求
め
る
が…

 
 

行
政
代
執
行
の
問
題
点
（
全
量
撤
去
で
は
な
い
） 

①
多
額
の
税
金
の
投
入
。 

②
遣
り
得

や

り

ど

く

と
考
え
る
違
法
行
為
者
を
助
長
さ
せ
る
。 

③
代
執
行
決
定
ま
で
の
調
査
等
、
多
大
な
時
間
を
要
す
る
。 

④
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
有
害
と
特
定
さ
れ
た
一
部
の
産
廃

の
み
の
撤
去
で
し
か
な
い
。 

      

市
は
市
民
に
現
状
説
明
し 

不
安
の
解
消
を 

 
 
 

 

①
県
と
の
積
極
的
協
力
・
強
力
な
連
携
体
制
の
構
築 

②
市
民
と
問
題
を
共
有
す
る
た
め
の
、
説
明
会
の
開
催 

③
便
乗
ご
み
防
止
の
た
め
の
草
刈
り
等
、
環
境
整
備 

④
産
廃
の
山
の
中
に
含
ま
れ
る
一
廃
の
処
理
方
法
・
再
発
防
止

対
策
の
た
め
の
外
部
専
門
家
を
含
め
た
専
門
チ
ー
ム
の
設
置 

⑤
廃
棄
物
対
策
課
へ
警
察
関
係
者
の
人
材
登
用
等
、
求
め
る
。 

妊
婦
さ
ん 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種
対
象
者
に 

  
 

 
 

８
月

18

日
、
佐
倉
市
は
、
妊
娠
中
の
方
及
び
そ
の
配
偶
者
ま
た
は

パ
ー
ト
ナ
ー
を
、
市
独
自
の
ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種
対
象
者
に
追
加
。 

   

８
月

19

日
、
妊
娠
中
コ
ロ
ナ
感
染
し
自
宅
療
養
中
の
方

が
、
入
院
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
医
師
ら
不
在
で
自
宅
で
出
産

（
妊
娠
２
９
週
、
早
産
）。
新
生
児
が
亡
く
な
っ
た
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

  

 

す
べ
て
の
通
園
・
通
学
路
の
安
全
対
策
を 

  
 

 
 ６

月

28

日
、
八
街
市
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故

が
起
き
ま
し
た
。
児
童
２
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
問
題
と
と
も
に
、
今
回
の
事
故
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
「
危
険
な
通
学
路
」
の
問
題
で
す
。 

  

★
宇
田
み
お
こ
㏋
、
定
例
会
一
般
質
問
に
て
公
開
中
‼ 

 
 

 

市
内
の
危
険
な
通
学
路
を
教
え
て
く
だ
さ
い

。 

 

 
市
民
の
方
か
ら
ご
連
絡
頂
い
た
、
間
野
台
小
学
校
の

通
学
路
。
市
設
置
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
老
朽
化
で
機

能
を
果
た
し
て
い
な
い
。
車
の
通
行
量
も
多
く
、
見
通

し
も
悪
い
通
学
路
。
子
ど
も
た
ち
す
れ
す
れ
を
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
た
車
が
通
る
。
担
当
課
に
改
善
を
求
め
た
。 

 

佐
倉
市
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言 

  
 

 
 

令
和
３
年
８
月

18

日
、
佐
倉
市
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
‼ 

        
以
下
６
月
定
例
会
で
の
「宇
田
み
お
こ 

一
般
質
問
」か
ら
一
部
抜
粋 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
、
千
葉
県
で
は
、
千
葉
県
と
山
武
市
な
ど

11

市
が

表
明
し
て
い
る
。
佐
倉
市
で
は
準
備
中
・
宣
言
日
未
定
と
の
こ
と
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
は
、
地
元
企
業
や
住
民
が
地
球
温
暖
化
へ
の
意
識
を
高
め
る

努
力
を
行
い
、
そ
の
行
動
を
地
域
の
実
情
に
即
し
た
脱
炭
素
型
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
事
例
と
し
て
は
、
千
葉
市
で
は
２
０
１
９
年
の

台
風

15

号
に
よ
る
大
規
模
停
電
を
き
っ
か
け
に
、
公
民
館
、
市
立
学
校
等
の
避

難
所
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
等
を
挙
げ
て
い
る
。
先
進
市
の
事
例
を
研
究

し
、
た
だ
宣
言
を
す
る
の
で
は
な
く
、
実
行
可
能
な
計
画
策
定
を
求
め
る
。 

  

 


